
伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕
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継続 656-1
観光振興事業（イベント等の開
催）

160500
産業振興部商
工観光課

5,000 7,655 12,655 2.0 14,400
忍者衣装変身
者数

10153 7500 人 Ⅰ 4 3 4 2 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 1G a ー

委託事業から観光事業
団体の自主的な取組事
業へ変容させ、補助支援
事業への転換を図る

継続 656-2
観光振興事業（施設の指定管
理）

160500
産業振興部観
光振興課

14,877 15,719 15,719 0.2 1,152
指定管理３施
設の観光入込
客数

41008 47246 人 Ⅴ 4 3 4 2 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 1G f ー
公設民営化への転換を
図る

継続 656-3
観光振興事業（情報発信案内事
業）

160500
産業振興部商
工観光課

28,842 56,800 28,914 0.5 3,600
年間（暦年）の
観光入込客数

396576 430011 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 2G b ー

情報発信事業は観光振
興の要であるがその多
様な主体を少数化（一元
化）することにより情報発
信効率を高度化し経費
削減を図る

継続 656-4 観光振興事業（語り部の育成） 160500
産業振興部商
工観光課

145 6,102 102 0.1 720
語り部の登録
者数

45 47 人 Ⅰ 4 3 4 4 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 2G b ー

おもてなしの主体をフェ
イスツーフェイスに重点
化し語り部人材の育成を
図ることが求められてい
るが、活動支援体制の整
備への投資が見込めな
いジレンマがある。

継続 656-5
観光振興事業（広域観光協議会
等への参画）

160500
産業振興部商
工観光課

4,305 4,216 4,202 1.0 7,200
年間（暦年）の
観光入込客数

396576 430011 人 Ⅰ 4 3 4 3 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 4G d ー

広域活動における市域
露出度が投資に似合う
効果が期待できていな
い。交通アクセス改善と
平衡した施策連携が担
保されなければ意義が
見出せない。

継続 661 観光振興経費 553500
伊賀支所産業
建設課

3,733 3,125 3,130 0.3 2,160
イベント集客
数

17000 17000 人 Ⅰ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ー ー 無 ー 3G c ー

事業効果が定着しつつ
あり委託事業から民間主
導の事業主体への変容
を求め、補助支援型事業
への転換をめざす。

継続 664 観光振興経費 603500
島ヶ原支所
産業建設課

21 21 21 0.1 720 観光入込客数 687000 510000 人 Ⅰ 4 4 4 3 Ａ 現状維持 無 ー ー 無 ー 4G d ー

最小の投資で最大の効
果を挙げている事例であ
り、更に民間主導力に期
待したい。

継続 666 観光振興経費 653500
阿山産業建設
課

1,756 1,450 1,450 0.7 5,040
けんずいまつ
り来場者

10000 10000 人 Ⅰ 4 4 4 4 Ａ 現状維持 無 ー ー 無 ー 3G c ー

事業効果が定着しつつ
あり委託事業から民間主
導の事業主体への変容
を求め、補助支援型事業
への転換をめざす。
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平成　21　　年度

産業振興部長

半田　泰士
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